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緑区

不動産市場レポート 2025年版

536件 4,046万円 4種別

年間総取引件数 全カテゴリ平均価格 取引カテゴリ数

国土交通省 不動産情報ライブラリの実取引データを基に、市場動向・価格相場・投資判断に資する情報

を専門家視点でまとめたレポートです。

発行日：2026年04月14日 出典：国土交通省 不動産情報ライブラリ（CC BY 4.0）
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カテゴリ別取引サマリー

種別 件数 平均価格 中央値 最低価格 最高価格

宅地(土地) 36件 5,275万円 4,300万円 800万円 20,000万円

宅地(土地と建物) 237件 5,085万円 4,900万円 800万円 43,000万円

中古マンション等 262件 2,950万円 2,900万円 15万円 7,500万円

農地 1件 600万円 600万円 600万円 600万円

カテゴリ別取引件数・平均価格

カテゴリ別の取引件数と平均価格を示したグラフです。中古マンション等が262件と最多で平均約2950

万円、宅地(土地と建物)は237件で平均約5086万円となっています。予算帯に応じてマンションか戸建

かの選択肢を比較検討する際の目安としてご活用ください。SAMPLE
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地区別 平米単価・坪単価

地区ごとの平米単価および坪単価の違いを可視化したグラフです。緑区全体では宅地土地の平均取引価

格が約5275万円である一方、中古マンションは約2950万円と大きな差があります。購入エリアを選ぶ

際は単価水準の地域差に注目し、割安なエリアを見極めることが重要です。

価格分布（最多取引カテゴリ）

取引価格の分布を価格帯ごとに集計したグラフです。中古マンションの中央値は2900万円、宅地土地と

建物の中央値は4900万円で、それぞれの価格帯に集中が見られます。極端な高額物件も存在するため、

中央値を基準に相場感を把握すると判断を誤りにくくなります。
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